








目的 

乳幼児の精神運動発達のスクリーニングのため,各方面で作成され,標準化された多くの各

種発達評価表がある。遠城寺式,津守・稲毛式,BayleyMotorScale,Denver 発達スクリーニ

ング検査,PortageProject,Gesell 発達尺度,ミュンヘン機能的発達診断法,MilaniChart,B

obath 発達評価表,Vojta 神経運動学的発達診断法などが,現在のリハビリテーションの場

でよく知られ用いられているものであるが,私共の様な多専門性を持つチームにとっては,

このうちのあるものは簡略にすぎ,またあるものは繁雑にすぎ,その内容を見ても,前後の

関連が稀薄で各発達のプロフィールも,各々がただ現象の羅列にすぎぬために相互の関連

がつかみ難いものが多く,このままでは,多様性を持つ障害児の発達診断,治療,教育には用

い難いという感が強い。以後のリハチームは,多専門化しているだけでは不充分であり,そ

の療育の姿勢に共通の基盤(根本的に一致したものの上に立つ)を持つものでなくてはなら

ず,中でも各パート(医師,PT,OT,ST,心理,保母,看護婦保健婦,両親など)が,従来からほぼ

独自に形成して来た子供の諸機能に対する評価の仕方を,ある程度満足のゆくものに統合

する事がぜひ必要であると考えられる。そこで私共は,今回この助成を機会に,まず乳幼児

の感覚運動の発達を評価するため,粗大運動,巧繊運動,プレスピーチ,認知,対人・対物の,

5 プロフィールより構成された発達評価表を作成し,当園で使用する発達スクリーニング

の第一選択として使用する事をねらった。 


